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紀陽銀⾏ ポジティブインパクトファイナンス 2026 年 8 ⽉ 31 ⽇ 

株式会社万葉美装 サステナブルファイナンス本部 

担当アナリスト︓⽥中 ⿇実 

 
格付投資情報センター（R&I）は紀陽銀行が万葉美装に対して実施するポジティブインパクトファイナンスについ

て国連環境計画・金融イニシアティブ（UNEP FI）が制定したポジティブインパクト金融原則（PIF 原則）に適合してい
ることを確認した。 

R&I は別途、紀陽銀行のポジティブインパクトファイナンス実施体制が PIF 原則に適合していることを確認してい
る1。今回のファイナンスに関して紀陽銀行の調査資料の閲覧と担当者への質問を実施し、実施体制が本件に適
用されていることを確認した。 

紀陽銀行が実施するインパクトファイナンスの概要は以下のとおり。 
 

(1) 対象先 

社名 株式会社万葉美装 

所在地 奈良県橿原市 

設立 1999 年 12 月 

資本金 300 万円 

事業内容 1. タイル下地処理  目荒らし（超高圧洗浄） 

2. 外壁塗膜剥離（ケレン） 

3. 建築物の竣工引き渡しクリーニング 

4. 建築物の養生及び片付け工事 

5. 揚重・搬送工事 

6. RC 化粧補修工事 

7. 不動産取引業 

8. 飲食業 

売上高 1,100 百万円（2025 年 9 月期） 

従業員数 25 名（2026 年 4 月時点） 

 

(2) インパクトの特定 

紀陽銀行は対象先の事業内容や活動地域等についてヒアリングを行い、バリューチェーンの各段階において
発現するインパクトを分析し、特定したインパクトカテゴリを SDGs に対応させてインパクトニーズを確認した。また、
当社の事業活動が影響を与える地域におけるインパクトニーズとの整合性について、持続可能な開発ソリューシ
ョンネットワーク（SDSN）が提供する SDG ダッシュボードなどを参照し確認した。 

 

  

 
12025 年 3 月 31 日付セカンドオピニオン「紀陽銀行 ポジティブインパクトファイナンス実施体制」 

https://www.r-i.co.jp/news_release_suf/2025/03/news_release_suf_20250331_jpn_10.pdf 
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(3) インパクトの評価 

紀陽銀行は特定したインパクトの実現を測定できるようインパクトの内容を整理して KPI を設定した。ポジティブ
インパクトは SDGs 達成に寄与する取り組みとして追加性があると判断した。また、紀陽銀行が掲げる重点課題
（マテリアリティ）と方向性が一致することを確認した。 

 

① リペア×美装の価値提供により持続可能な社会へ貢献 

インパクトの種類 社会経済面におけるポジティブインパクトを拡大 

インパクトカテゴリ 「インフラ」 

関連する SDGs 

 

  

内容・対応方針 【積極的な提案型営業の拡大による販路開拓】 

・美装工事及び超高圧洗浄工事件数の拡大 

・東京エリアでの営業強化 

・社長依存型経営から組織経営への転換 

目標と KPI ・203１年 9 月期までに全体売上高：20 億円達成 

（2025 年 9 月期実績売上高：11 億円） 

・203１年 9 月期までに美装工事、超高圧洗浄工事売上高 14 億円達成 

（2025 年 9 月期実績売上高：6 億円） 

 

② 環境に配慮した経営 

インパクトの種類 自然環境面におけるネガティブインパクトを抑制 

インパクトカテゴリ 「廃棄物」「大気」 

関連する SDGs 

 

内容・対応方針 【環境負荷軽減に向けた取り組みの推進】 

・低 VOC 塗料（有機溶剤が少なく、大気中への有害物質放出を抑制するタイプ

の塗料）等環境配慮型塗料工事の獲得 

・WJS 工法（超高圧水（ウォータージェット）を利用してコンクリート表面の剥離、

研削、研磨洗浄、目荒らしを行う工法で水主体での施工のため廃棄物の発生も

抑えられる）の提案強化 

目標と KPI 2031 年 9 月期までに環境負荷軽減工事※実施件数累計 150 件 

※低 VOC 塗料工事および WJS 工法の実施件数 

（2025 年 9 月期実績：25 件） 
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③ 全社員の健康管理の徹底及び雇用、育成の推進 

インパクトの種類 社会面におけるポジティブインパクトを拡大 

社会面におけるネガティブインパクトを抑制 

インパクトカテゴリ 「雇用」「健康および安全性」 

関連する SDGs 

 

内容・対応方針 【従業員の雇用環境整備及び育成支援】 

・様々な従業員の方が働きやすい制度の整備 

・福利厚生制度の充実 

・資格取得関連費用の支援 

・現場作業員の採用を促進し、将来的な管理職ポストを目指せるようキャリア形

成を支援 

目標と KPI ・2028 年 9 月期までに健康経営優良法人認定取得 

・2028 年 9 月期までに健康診断の再受診率 100%達成、維持 

・2031 年 9 月期までに 2 級建築士、宅地建物取引士取得者合計 2 名輩出

（1 人で 2 資格取得の場合は 1 名扱い） 

（2026 年 7 月時点上記資格保有者 1 名） 

 

(4) モニタリング 

紀陽銀行は対象先の担当者との会合を少なくとも年に 1 回実施し、本 PIF で設定した KPI の進捗状況につい
て共有する。日々の営業活動を通じた情報交換も行い対象先のインパクト実現に向けた支援を実施する。 

 

以 上 
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